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モンゴルにおける王朝交替観に関する一資料

⊥「遠太子と真太子の物語」を中心に－
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海 英

モンゴルが中原から撤退し、漢土に明朝が成立する。長城以南の王朝交替を

モンゴル側はどのよう＿に理解し、如何に伝えてきたのであろうか。「遠太子と真

太子の物語」は、そのような認識を示す重要な資料である。

1．本研究の基本資料

元朝に代わって明朝が中原に成立するということは、当事者のモンゴルにとっ

てもきわめて重要な出来事である。イデオロギーの面では、大元王朝の「伝国

の玉璽」が最後の大ハーンであるリクダン・′†－ンから後金画の太宗に渡るま

で、即ち1636年に清朝の成立まで元朝は存続しつづけた、とモンゴルの支配者

層や知識人たちは理解していた。「中興の祖」とされるダヤン・ハーンのダヤン

も「大元の汗」を意味するなど、元朝は決して忘却された存在ではなかったの

である了伝国の玉璽」を後金国に嘩した搾乳内モンゴル甲諸王公は太宗に「聖

なるハーン」（boγdaqaγah）の称号を贈り、太宗がモンゴル高原の盟主でもあ

ることを認めた。その後、清朝はモンゴル帝国の後継者としてモンゴル高原と

ー23－



中原の両方で正統な支配者になっていく1。

元が長城以北を主な拠点とするようになり、中原が明朝に変わった歴史を、

モ㌢ゴル例の諸資料は革し「く伝ネてV・攣＿？＿．＿ここでいう諸資料とは－さまざまな年

代記や民間伝承の両方を指す。－．も．？．とも、．モンゴ／レの年代記は口頭伝承的な要

素を大いに帯びてお‾り、良問伝承は年代記作者の格好の材料のひとつでもあっ

たのである。

‾L．数多い年代記のなかで、本論文ではまず17世紀に書かれたとされるロブサン

ダンジンの『黄金史』と、1662年に完成されたサガン・セチェンの『蒙古源流』

の記述をとりあげたい。モンゴルの諸年代記のなかで、記録している内容がもっ

とも豊富で、かつ影響力が大きいからである。元朝のトゴン・テムール・ハー

ンと明朝の永楽帝との伝説的な関係についても、2らの年代記の描写がもーつとも

詳しい。

まず『黄金史』の記述（Lubsangdanjin1990：138b－139b）を見てみよう。

かJγ抽両日／／，山々〟／イ／／メイJ∵〟叩′J川／け〟JJイ（J′川甜ん7／／Jヴ〝′リいりJJ・わ／川封／川／〝／

巌jか肌／′～岬川JJ〟′てJJご′川、申／抽〃如油川g止血…＝椚小目′川てJげか／ご／り1－両J〃…ば－ノ

揖／‘′‘り′′川g、万ぐ抽ごJムりJg：′（′‖わ〟J川gh舶ご′川一灯／／〃リJ－川砧JrかJ川ルJ～¢J川、gy〃て／

叩γ〝ノ＝／扉JJ W／J＝げJ川JJげ別け／JJ，／Jご′（、Jl・〝′Jか川ごく、（粘り・〟〃．・（ん／JJ川JJ∫rJm

わ（けrHYJJ可／招／（ィ，（IJ／fJr／／り・hJ川－〃か沌用■〟〃柾／／／′（・わ（て／腑．・〟J・み〝JJJ〝JてJ

わりJ（YJJ恒也（んィ，‘－扉卜冊＝・－〟〃かj／，（y〟〃血西川／け〃〟〃fか柚山西ご′堀J・／日独‘、

川／′…油／舟・（・′て／い′JJJ・わ‘川∫／J川JJ（リJJt－（Y／f〝／・板／J＝√7川／，・）／叫／JJJj／・掠小、JJ叫lソ／丹て／ご

亙／／リrJ／〃／●〟〃ノ／Jわ〃山J／ご／ノJgJ・／上汁〟舟・（沖／Jル〝〃：′〃J・J〝〃／ざ／／川毎ふて／JJMγ〝JJ

んJせ〟ん川中豆（／（・わぐ二、伸f OJ川gツ／川（押〃川J A車〟／／申J〃リHJ（て（小官・（リ＝J岬／川

舟（g〟ん川ル／・掃く：OJ川gy〝J川／J川什〝ノ（g払〟わい〃fJ・ヴ（叩J・／／川舟りl・甜砲車擁血・誠二

わ′沼／川JJJJ川中ノ（睾■〟〃／J…（ん小／J川J叩旬J′丹／高ノ（g／ん〃址わ（：（、〃再夜雨軌＝血糊

叫ゾJJ叫、、JJJJ〃〝川柾、・／J恒／f／J・′～（て／JJイ／‖小煩榊t－∴′川、けり…・／〃〝J冊JJJq′ゾ〝J・

毎ど緑川・Y／′…砧／．・わ〝川∵〝JJ／J…斤tgtY川／ん〟／小J／／川－／′ふくg〟ん川捕り（ぎー〟〃J／＝

吋が川か哩■ニ′りJwJ加「〟かjJ，（かわJ柚～√て／〃Ⅵ叩J川／W〃イ／JJ〝γ〝甲／ノ町，〟川′JJhUJJJ

／′・～f（てわいJ′（、J・（一才如肌仙・OJ川gγ〃JJ岬川JJJ山川日欧／川iわJ〟JT、わUJみrTrて／（、ふく・高／～

′山車∫J川一JJ研／わ〃JJ，fjJ聴く：柑〟〃7′－1・勅・梅W〃かj柾ビ〟JJ〃Jわ川〃〟〃一刈りJざ〝γ〃わrJ∫／J

〃〟け〃叫、イ…川′項′柏（／川Jr〝くりTJJJて／′b川J・叩／J／∴hッnW－〟〃叩（JのJ（7柚か〝り血

わ√′′ゾ‘YJJ／ぐ〃（／（、J／け／Jh／わ（／ご／‘耳〟ノバ／ヴ（申…／0／川g・〃川　qrけ〝／7．日、・舟（－　り川

1清朝をモンゴル帝国の後継者とみなす見解は、諸モンゴル史学者の学説に負うところが大きい。

具体的に■は岡訂（1993：213－215）、一杉山（1992：309－312）、森川（1997：325－348）等を参照した。
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ざ‘JHJ′て／／γ〃√てJJ川豆（リ川JJわ〟√てJJ／如、／J，′イhJJや

′tg〟〃－〟　ん刷嗜■〟〃♪／γ隼l・77　°でけ〝〃．・申／7日げJ川一拍J・Jの肋て／HJ的■わ（リ＝川

わり／Jり′∫√川－／J灯（恒…J伊里か／て／（／岬か〃HJか帝g〟〃．れJJg〟J甲／川JJfり，げ／わJ′て細く－〃

扉削扉項か巾再れ′／J叩JJ〃両ぐツ〝〃几れ岬γ。わあJJJは／J什／Jγ〟J■わ（川仙〃（WJjJTて／rJ

JJ／JJJ∴甲J川舟日で〃J－〟〃JJJ／Jメイ′JJり川（て／J仕JrJJ／／（てJJ柚J・〟g（・′八・…の、7－／川OJ川gy〝JJ

〝′／：′〟〃－／Jかjわ（甘〟〃ご♪け／りし′／け〝H／ノJイ／）（／亘／JJ叫擁！西JJ車わ・高府〃ル〃gg〟〃山川甘門／

（んJJ可〃砧坤拍南山や川血〟叩川′J＝／〟川〃Ⅵ万砧がJだ11／〃g／J川〝叩J・J（舟んリノ

∫〟γ〃毎〟柚rJdJJ／JJり・rJJJJ／、JJ研／γ〟什〃川〝〃イJ〟ハ・別け〝hJ毎夜il川g／JJfん小J高槻■

JJ（れ・桁管■〟わ（∵‥‥‥

訳：

そのように国が滅ぼうとしていたとせ、ウハート・（トゴン・テムール・）ハーンのホンギ

ラート部出身の妃が妊娠3ケ月の身だった。その妃は嚢のなかに隠れて－いて逃げ遅れた。嚢の

ことを漢語では紅といい、モンゴル語ではブトンと呼ぶ。漢人の朱洪武はその妃を撃っ．て帝位

についた。

妃は分かっていた。「もしあと7ケ月で生まれたら、敵の子だとされて捨てられてしまう。

あと10ケ月たって生まれ串ら、自分の子鱒として書を加えることもないだろう」と思い、「父

なる天よ、3ケ月？ばして10ケ月間下さい」と祈り、悩んだ0天はそれを許し、計13ケ月2間

たってから■ひとりの男の子が誕隼した。朱洪武の漢人妃からも男の子がひとり生まれた。

束洪武は2匹の龍が喧嘩しているという夢をみた。夢のなかでは、西の龍を束の龍が攻撃し

ていた。「これは良い夢か、それとも悪い夢か」と占い師に聞いてみた。「その2匹の龍という

のは∴2人の皇子のことです。西の龍は漢人妃から生まれた皇子です。東の龍とはモンゴルの

妃が生んだ皇子で、陛下の皇位を受けつぐ運勢をもっています」■■と占い師は答えた。

占い師のことばを聞いた朱洪武は、「同じように2人ともわしの息子であるとはいえ、ひと

りの嘩親はもともと敵の妃だ。彼女から生まれた子が皇位やこつけば、きっとよ．くない」と鱒っ

た。皇城から追い出して、城外に「青い城3」を創って住まわせた？

その後、朱洪武は31年間在位して亡くなった。その息子の朱爺が帝位についた。4年後、申

ンギラート部出身の妃から生まれた永楽帝は、自分の数少ない追随者や山嘘の6千人のモシゴ

ル兵、水辺の3万人の女真兵、それにハラ・ケレムの兵を招集して攻めた。漢人の朱洪武の息

子朱爺帝を捕まえて、そめ頚た銀の烙印を焼きつけて生かしておいた。（明朝にも）ウハ‾－ト・

（トゴン・テムール・）ハーンの息子である永楽帝が君臨した。漢人の国の正続な帝位もわが

213はモンゴルの聖なる数字である。ここでは聖数を用いることにより、暗に非凡な人物ゼある

ことを示唆しているのではなかろうか。
声・小林は『蒙古黄金史』代わd一州．訪仏戒わ惑わ一針押吻榔曙γ〟gα肋〝わ∂劫の注釈のなかで・『武備

志・巻二二七・四夷五・北虜考』には輝石口をクケ・ホトとしているが、『蒙古黄金史』所載の
クケ‾・ホトとの関係は不詳である、としている（小林1941：91）。
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（モンゴルの）子孫がついたことで、「永楽大明」という名を与えた。‥・・…

以上のように、『黄金史』早まトゴン「テム「ル・ハーンの遺児としての永楽帝

の即位経緯を描いている。つづいて『蒙古源流』の記述．（SanangLSeeen1962：

181－182）．を見てみよう。

イ（ソrJJJ（而JげんんAんJJ．ど〉′りhJJ7旬昭〃Thル桁・拘／／川JJJOfけ〟肘／rk・J…わんて／JJ

ノ〟でごかれ〟一〃〃ノブ藤一川里JJJご〟（函血ヴ（）柾再／／わ（宜〝りJ血血か川中で川JMか（て／〃ノ／／でJ

q′／J川／7用ざ〟〃′几17小／刷／JJg、♪…（JJ川gy〝叩yr川在り肝J＝J砧JJ滋hJJrfJ砧／J両叫J可

や∵¢

′ぐ〃（7（・（句／／〃／′JJ（J〟川Jい〃γ〃‘ん／；′（／J・gぐ／二如／川〟．・（ンりJJggかて／（／－／川71両〝：ノー〝

7旬満車血山瀬血（；川イ吊れリ〃ぐ柚叩山川〟〃〃．（／（Jわけ／川∫〝用′〟JJんijJか抽／7才～

′J〟山仙“：J′　ヴ仇：′げ′り′Jr川上qJ川gy〝　叩γ〟JJわりで（ノ（一gで〃（／すり川二　㌢〃J・わリJざrJJT／

わ0／′′叩止川〃〃′川一川（三，（て叶ノ／／でJJ両川吋包丁んg∫川イ眈・（恒JJ斤目〃川ノ（／メイルか′／（てJJJ

J′J☆加わ域酢リ他所〃川JJ…J〟川J／JJ〟ん一明恒拘巾・わ；′ざ／川抽ノブ卸ごHJ穂ぐ川（一九一緑川

′（官〟〃融ぐ∫′てJJJ｝0／川JJ川舟ぐ／rYJJJ，（）たぎ。両肌J〟（て小才∫りイ〃カ・（汀叩タカJJ／J川ごみ川JLぐ

．、梅で〃かざ瓶（－上山かJJ－わけか√∫JJJり…わ〝山川rJ／川血リ…嵩1）で♪…初J～豆り1／如リJか／）（イ

○′～軸〟g（一山〟〟7ヴ〝′机上〃在り，（煎りJ〟J川ごノJ川上hy岬てJ血、J…〉柚／廟・α町〝J■

Aijみ頑わ7万JけJJJf川（ん一（て‘・JJ…0／川gy〝研／川〃〟由り血行川（加〃料用木／で∵

′′J′′ゴーJ川仙・呵ゾ／汀／ノ万で／止れ／抽JhJり川一小川JJJJわ〝J再／／でヴ〟7品ノ／○

′tg〟〃－ノ旬′恒…J抽／7〟－J川．l・（・ふく・わ〝γ－〝′栂ノ川（－（川ぐん、ん〃坤二九血榔′。／ヴ〝わ川－〃

植わ曙〟〃ご〟す〟的椚・ざれ／，り∵紬－J・でかわJJ〟両用J・1〉抽／J廊／○′り㌣毎J・心丞笹川済

々（申〃〝ご抽（／〟J′JJJJJJJjg（〉ん・頼l・一日〃打短ぐ堰（イ叫ItJJO肋〝。q〝抽Jr〝か沌（g〟〃二

流離日，せぐざ〟功り擁（－J、〟〃桁、ぐ砧か中／JJかJktg勅イ叩JJ（－蛮恒亘り〃ぐ〟〟〃二

九〟か（け′り・－rJgわ吋招）ヴ／Jり／JhJJけりタイタリム〟〃で／扉かJ川み′け再J／で岬J川Jて川

J／／γ〝／γ〝加わOJや／砧・hリJヾ〝川．・〟J・緑川〃〝／川〝ノJr－（／毎日hh押雇用ル〃行汀〃〃h／JT

ノ〃で押付〝押砂

／（官〟〃〟jk／かj／）（g〟〃Jfg（上VわJわJは　川桁爪弟〃椚′け／ヴ〟抽〃切か肋g〟〃ご

11川g／JJ承り7万川J（心力′JJ（て山川叩〟ノ・一小甘g／hJJん／／〟／でごWJJ川／・〝〃J〝ツ〝几イ〟J・〃〃J

′′て′ツ血′（－gJf－て／／ぐ〃／J・（・g刈りけ・湘／（んブル5／JM小一〝1，／〃J，ぐか，々ij／gり卜／fJ′（一g（てぐ〃

‘山ノ井応〟ノー－〝恒′り・（血rJ∫〟用J僻′J止ぬ〝〃nYJJ（てり庫γ〟J・hy〟山車（山川／高鷲丁、J・で

舟毎JJござ〝ぶんJ樟メイf研げ〝ナナ′（耶／滋的l専J拍J：′情とJMJ・加J小1血リJ／JJざ★ぐ∫川／町J仙ぜ

／，りJ川′′ごせり′●／′川り…‘ノ〟でご〝〟′′〃′・′川イわ（′′わW止／rJわ心ノー小川gふJgq〝J〟γ〟J㍗〝ノ／7－（I
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甲／／油／沖

訳：
そのように、以前モンゴルのトゴン・テムール・ウハート・ハーンから、戊申年に漢人の朱寄官人

が大都城を奪いとった。同じ戊申年に25歳で皇帝になり、「大明朱洪武皇帝」・として知られる

ようになった。

ウハ「ト・（トゴン・テムール・）ノ、－ンの第3夫人は、ホンギラ「ト部トクター太師の娘

で、名をゲレルタイという。彼女は妊娠7ケ月で、（ハーンと離散して）逃げ遅れた。準武帝

は彼女を要り、3ケ月後、同じ戊申年にこっそり出産した。そこで、朱洪武は次のような命令

を下した。「以前に天命を受けた（元の）皇帝はわしを可愛がった。今生まれた子どもが彼の

であろうと、わしのであろうと、善には善を以らて報いなければならない4。わし■の息子にし

ようこお前たちも■蔑視してはいけない」といっ－た。そのとおりに自分■の息子とした。もうひと

りの倭人妃から生まれた朱大爺とあわせて、2人の息子をもつようになrったのである。

父皇朱洪武は31年間執政し、戊寅年に55歳で崩御した。漢人の大小さまざまな臣下たちが

議論した。「モンゴル人妃の息子は長男ではあるが、余所の人間の子孫だ。彼が大きくなった

ら、漢人の周から仇をとるかもしれない。漢人の妃から生まれた息子は次男ではあるが、（皇

帝）自身の子だから、彼を帝位につけよう」といいあった。

朱大爺は庚戌年の生まれで、29歳のとき、同じく戊寅年に即位した。4ケ月18＿日面在位し

たあと、．同じ戊寅年に崩御した。

朱大命kは後商がないため∴モンゴル人妃が生んだ永楽主君が己卯年に32歳で即位した。

ただちにガリマ・ウーワのロルビ・ドルジ、サスキヤの大乗たるテチ土ン・ドルジ、サラの慈

悲深きサムチャン・チョルジの3人を招請し、政教二道を建てなおし、太平の世を創りあげた。

永楽帝は22年間在位し、庚子年に50歳で崩御した。

以上、『蒙古源流』の方は、トゴン・テムール・ハーンの妃について、『黄金

史』よりもやや詳しい情報を提供している。「モンゴル人」の永楽帝の即位後の

功績である仏教弘揚についても触れている。

年代記とは別に、民間にも永楽帝をトゴン・テムール・ハーンの子とする口

頭伝承がある。口頭伝承の方が当然、年代記の記述よりも生き生きとした物語

からなっている。トゴン・テムールと永楽帝を語る伝承は、モシゴル社会で広

く知られており、口頭だけでなく、写本の形でも流伝されている。口頭伝承は

年代記の記述とともに、王朝交替観を示す重要な資料である。本論文では私自

4　詳しくは後述するが、周氏は∴『蒙古源流』のこの記述を独創的な創作にすぎないとしている。

恩を仇で返すという物語を設定したモンゴル側の心理は、トゴン・テムール・ハーンを未の未帝
の子とする宋の道民の設定と本質的には同じである、と指摘している（周1987：15）。
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身が中国内モンゴル自治区の民間から収集した上記口頭伝承の写本を基本的な

資料に、年代記の記述ともあわせて、モンゴルにおける王朝交替観の一側面に

ついて検討を試みる。

2」王朝交替観に関連する従来の研究r

元朝と明朝、かりに王朝交替という視点で両者の関係について論じるならば、

「串匪承国家論」はぴとつの有効なアプローチであろう。それは、卓ンゴルが世

界帝国を築きあげ∴歴史のかなたへ消え去ったあとに、明朝を含めて各地亘誕

生した諸王朝をモシjル帝国の遺産とする見解と、異姓革融こよって前王朝の

失政を新政権の天命拝受に結びつける見方の両方に共通した方法である。

・岡田英弘氏は、■『世界史の誕生』（1992）という著作の中で、世界各地の歴史

的な作品をとりあげて分析している。その一環として、本論文の冒頭で紹介し

たモンゴルの年代記『蒙古源流』については、およそ以下のよう－な見方を示し

ている。■

■『蒙古源流』は世界史である」と岡田氏はまず位置づけている。それは『蒙

古源流』がただ単にモンゴルの王統のみについて書いているのではなく」宇宙

の起源か．ら始まる人類ゐ誕生史のなかでのモンゴルの王統史としているからで

ある。チンギス・ハ「ンによる世界征服を革り、世界帝国の⊥翼を成す元朝の

歴代ハ」シの治世についでも述べる。いわばチンギス・ハーン家の高貴な血統

を中心の軌とする世界史である．（岡田1993：250－253）。

以上のような立場をとる岡田氏は、『蒙古源流』の記述形式については、次の

ように分析している（岡田1993：252－253）。

1・■そこで面白いのは、明の永楽帝の出身についての物語である。トゴン「

テムール・ハーンの中国脱出の時に、そのモンゴル人の皇后が取り残され

たが、‥．す・でに妊娠していた。明の朱洪武がこれを要ってト生まれたのが永

楽帝であづた。朱洪武の別の中国人の皇后から生まれたのが建文帝であっ

た。・永楽帝は父に疎んじられて、北方辺境の北京に追いやられたが、朱洪

武の死後、モンゴル人たちの後援で挙兵して南京の建文帝を滅ぼしト皇帝

となって北京に都を定めた。これは、明朝の歴代の皇帝も、チンギス・ハー

ンの凪を引いてい′るという趣旨の物語である。永楽帝がトゴン・テムール・

ハーンの遺児だというのは、もちろん事実ではないが、こ▼の物語は、■明朝

の中国がモンゴル帝国の継承国家であることを表現したものである。
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このように岡田氏は継承国家の視点から『蒙古源流』の叙述形式に注目して

いるが、■同氏は明朝だけでなぐ、清朝や中華人民共和国も実際はモンゴルの継

承国家である、と一貫して主張している（岡田1993：210－215；2002：17」217）・。

もうひとり、杉山正明氏は何回かにわたってさらに詳しく論じている。杉山

正明氏の数々の著作のなかに、モンゴル帝国の海上経営について書かれた『ク

ビライの挑戦∵モンゴル海上帝国への道』がある（杉山1995）。元代の海上経

営について詳述した後、継承国家として明の永楽皇帝の偉業に関してもその本

質を分析している。

杉山氏はいうム　明朝の第3代皇帝で」父め洪武帝とはちがった意味で明の建

設者とされる永楽帝は、内陸ではモンゴル高原に何度も親征－し、海上では鄭和

による大艦隊を数回にわたってインド洋に派遣した。■永楽帝は大元王朝の帝都

を自らの都に選び、その名を北京に変えるなど、国家経営の手法は明らかに大

元王朝の再建をねらっていた■（杉山　■1995：252－253）。「（永楽帝は）・‾じつは誰よ

りもクビライを尊敬し、その模倣につとめた。ほとんど、かれは〈クビライ教〉

の信者であった云　永楽帝は、・中国を失うことになった順帝トゴン‾・■テムルの子

である・という　〈俗信〉が、漢族にも．モンゴル族にもひろまったのもうなずける。

トゴン・テムルの子を宿した女性を、洪武帝がその後官に入れたというのであ

る」、と杉山氏は民間伝承にも注意をはらいながら永楽帝評価を下している（杉

山1995・：253）。

モンゴル帝国が滅び、「ポスト・モンゴル時代への道」■への変遷についても、

杉山民らは述べている（杉山／北川1997）。杉山民ら．は二・大元王朝の解体を自

滅と認識している。「順帝悲歌」5を吟じて大都を捨てて北に退却したトゴン・テ

ムール・ノ＼－ンの悔恨と自責はモンゴル人によって語りつがれたが∴トゴン・

テムール・ハーンは決して単純な悲劇の皇帝ではない、1と杉山氏らは主張して

いる（杉山／北川1997：245－247）。トゴン・テムー⊥ル・ハ⊥ンと朱元埠、（すな

わち朱洪武）を比較した場合、その実像ははっきりしていた。一介のこそどろ

から、白蓮教の武装狂信集団に身を投じて成り上がりのきっかけを得た朱元埠

は、もし彼らを鎮圧するためのモンゴル軍の自滅がなければ、歴史に名を残す

こともなかったであろう。江南に乱立していた群雄のうち、最有力な陳友諒の

5　いわゆる「順帝悲歌」Jについては、従来からモンゴルの知識人層によって、極めて象徴的でか

つ情緒的に語与れてきた。歴史学だけでなく、文学の立場からの論考も数多く出ている。日本で
はOkada（1967‥55＿78）による研究がある。
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敗退も、まったく偶然であった（杉山／北川1997：248）。

一部で．「洪武大帝」と呼ばれたりして過大評価されている朱元埠であるが、

実際はどうであったろうか。杉山氏らの朱元埠論（杉山／北川1997：249－251）

をみてみよう。

‾現実の朱元埠は、悪のかたまりといっていい根深い人物であうた。のし

あカざる過程でも、いくらでも人を裏切り、平気で旧主や朋友を殺・した。政

権を樹立したのちは、苦労時代の功臣ごと、なんと五度にもわたって、政

府官吏を家族ぐるみで、しかもそのつど万単位で大畠虐殺した。…‥・・（中

略）世界史上、朱元韓のような例は、さすがに見当たらない6。

「かれは、知識人を憎悪していたのだろう。自分の治下から、本気で文化

や知識をになう人間を一掃しようとしたのでは、とさえ思えるほどである。

‥丁…・（中略）それは、白蓮教のメシア思想が、かれのなかでまだ生きてい

て、自分をこそ衆生を救うために下生した弥勒なのだと思っていたかもし

れない。そのためには、救われる衆生は、かそけくはかなき存在でなけれ

ばならず、救うべき自分は、絶対唯一の権能者でなければならなかったの

か。ともかく、「大明」という国号から．して、白蓮教の匂いは強いムーそして、

おそらくもはや、かれには人間らしい心はなかったのだろう。

……（中略）

ひるがえって、明朝史書がしつこく繰り返すトゴン・テムルへの悪尾は、

朱元嘩とその子孫がLからしめたものである。そうでありながら、一三七

〇年にトゴン・テムルが他界したと聞くや、すぐに「順帝」とおくり名し

たのは、あきれた身勝手ぶりというほかない。

トゴン・テムルは、明に「帝権」をわたしなさいという「天命」に順っ

たのだ、だから「順帝」とおくり名するのだ、－つまり明は「元」から

「天下」を晴れてゆずられたのだという論法は、下品というか、朱元埠と

その政権のたしなみのほどを」ストレートにしのばせてくれて、むしろ吹

き出したくなるおかしさがある。……（以下略）

以上のように、王朝交替期における明側の主人公、朱元薄についてのモンゴ

ル史研究家の評価は非常に厳しい。朱元埠の数々の「不名誉」な行為から、彼

6■愛宕と寺田は明の成立を「中華帝国の復活」と位置づけ、失元薄を「孤独な独裁者」としてい

る。朱元：嘩時代の「胡・藍の獄」や「文字の獄」についても記述している（愛宕／寺田1998：257－294）。
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は漢人知識人たちからもさほど尊敬されなくなり、代わりにいくつもの偉業を

たてた永楽帝への関心が高まったかもしれない。いずれにしても、明朝の国家

運営そのものが元朝の継承であることが明白である、との主張である・7。

明・の永楽帝が元のトゴン・チムール・ハーンの息子だとする伝説は、明側あ

るいは中国側にもあり、古くから漢人知識人たちの関心を引いてきた。なぜそ

のような伝説が登場し、その裏にどんな思想が潜んでいたかについて、中周内

モンゴルの周清樹氏による研究（周・1987）がある。

周氏は「弘吉刺氏を明の成祖の生母とする説の天命観」1（1987．：1－18）と題す

る論文のなかで、明の成祖永楽帝を元のトゴン▲テムール・ハーンの子とする

説と、トゴン・テムール・ハーンを宋の未帝超顕の子とする2つの伝説とを比

較し、両者に共通する思噂的要素について考察している。

周氏はまず永楽帝をトゴン■・テムール・ハーンの子とする漢籍の記述を逐一

検証している。もっとも早くこの伝説を記しているのは」1623°（天啓三）年の

■『南京太常寺志』で、永楽帝の生母を宿妃としている記述から伝説が生まれる。

その後の諸文献はだいたい『南京太常寺志』の記述を踏襲し、さらには明孝陵

奉先殿内の配列を根拠にしている。中央に太祖朱元樽と馬皇后をはじめ、東側

には諸妃を並べたのに対し、西側は宿妃ひとりだけの神座がある。‾1．着妃がこれ

だけ優遇されているのは、永楽帝の生母であるからだ、と諸文献は推測に基づ

いて伝えている＼（周1987：1）。永楽帝の生母については『明太祖実録』や『皇

明玉牒』などの「原始資料」．では馬皇后とするが、その他の記述は聞入や燕之

故老の説と奉先殿の配列に依拠しているという（周1987：1－4）。周氏は1930

年代の歴史研究者たちは論争の結果、．共通の認識に達したと見ている。つまり、

永楽帝は1360（至元二十）年に生まれたと「原始資料」が記しており、・トゴン・

チムール・ハーンが大都から北へ撤退した1368年とはかなり離れているので、

疑う余地がない、との立場である（周1987：3－4）。これに対し、日本の明史研

究家寺田は次のような見方をしている。成祖永楽帝の誕生については、．古くか

ら疑問がもたれている。永楽帝の母親を馬皇后とする『明実録』も燕王朱棟が

7　杉山氏の説に対し、明史研究家の壇上氏は次のように反論している。モンゴル時代の　〈近代〉

への傾斜を認める立場からすれば、つづぐ明代を否定的一に評価するのも当然であろう。永楽帝を

除く明の皇帝たちの　〈内向き〉、〈後ろ向き〉　ととらえ、洪武帝を「近代的」システムの破壊者と

する杉山氏の観点は現代中国の洪武帝に対する見方とも一致する。‾所謂〈後ろ向き〉　にも中国的

な特質があるのではないか。洪武帝は権力を背景に社会め隅々に統制を加えようとした。力と強

制で儒教的秩序を実現し、維持しようとした。そのためには手段を選ばなかった。洪武帝の確立

した専制国家を中国社会の体制的な帰結とみなさなければならないという（檀上1997：303－316）。
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永楽帝になってからの記載であり、当然粉飾が加わっている。ことの真相につ

いて、㌧今月になっては調査の材料もないし、永楽帝の母親が誰であろうかも大

した問題ではない。．嫡出か庶出かにこだわるよりも、疑義がもたれていること

に注意しなければならない。つまり、疑義は永楽帝の帝位纂奪など華やかな一

生と無関係ではない、という立場である（寺田1997：35－37）。また、寺田は愛

宕＿との共著のなかで次のように書いている。「もっとも、燕王（すなわちのちの

永楽帝一楊）の誕生については、古くから疑問がもたれ、かな・り広く、■それが

信じられていた形跡がある」、という（愛宕／寺田1998：‾295）。

‾周氏鱒よると、トゴン・テムール・ハーンを宋の末帝趨顕の子だと最初に伝

えたのが、明初の『庚申外史』だという。その後は『政和県史』や『国権』に

も記載されるようになる。近代にはいると王国経や余嘉錫らによる論考も現れ

た。ただしこれらは、「地主階級の文人たち」の精神的な自慰行為にすぎない。

この種の文人たちは自分たちに向けられた元朝による差別に反抗する勇気も、

農民蜂起軍に加わる気力もないため、先代王朝の血脈が元の帝室に流れている

と・いう■伝説をつくるしかなかったと論破している（周1987：4－10）。

一・以上のような基本的な立場を示してから、周氏はトゴン・テムール・ハーン

を宋の未帝遭顕の子とする伝説と、永楽帝の生母をホンギラ⊥ト氏とみる伝説

の・「社会的な背景」と「思想的な根拠」について分析している。

永楽帝の生母をホンギラートとする説の思想的背景に関する周氏の考察は極

めて明瞭である。伝説の背景には宋代に出現した、郁薙らを代表とする先天学

的な理論がある、と周氏はいう（周1987：9）。『周易』や道教思想に基盤を置

き、王朝交替を天命8と因果報応によって説明しようとする。この種の理論は宋

代理学の独特な一派を成す。一程朱理学が正統派へと脱皮していくのに対し、郁

確の思想は民間の占卜師や方士らによって伝播し、程朱理学以上の影響力をもっ

ていたという（周1987‾：9）。

モンゴル人にはもともとシャマニズムに依拠した天命観があった。その上中

原に百年以上も滞在していたため、郁薙流の思想は容易に受け入れられただろ

う。いざ元朝カラ滅ぶと、モンゴル人も王朝交替は天命によるものだと自覚する

と一同時■に、朱寄こと朱元薄が如何に元帝の恩寵を裏切ったかを描く。元を裏切っ

8．『明太祖実録』巻二十六呉元年冬十月丙寅の項に集元確から斉魯河洛燕前奏晋の人びとに出し

た轍には次のようなことばがある。「日吉帝王臨御天下中国居内以制夷秋夷秋居外以奉中国未聞以

夷秋居中国治天下者也……此豊人力貴乃天授彼時・…‥古妻胡虜無百年之運験之今日・‥‥‥」。「夷秋」

が天下を取ったのは天の意志によるもので、＿それも百年の運がないと主張し、自らの天命による
正統性を強調している。
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たから、その後継者も実はモンゴルの子だ、と因果報応の説を広げた。本質的

には‾トゴン・・チムール・ハーンを宋の末帝超顕の子とする伝説とまったく同じ

である、との解釈である（周1987：12－15）。

『南京太常寺志』・・は．『蒙古源流』より少し早い時期に書かれている・。「明代の

モンゴル人」のあいだに中原のエピソードが何故これほど多かったかについて

も、．周氏は論考している。明は元朝の宮官を愛用したり、モンゴル人の来降を

受け入れたりした。永楽帝の部下にもモンゴル人が多かった。そのような人た

ちが後宮のことにも詳しく、故国への思いも強かったことから、さまざまな伝

説を創り出したのであろ・うム・彼らはさらにとのような伝説を漠北のモンゴル人

たちにも伝えていた、と周氏は推察している（周1987：17）。

実際の永楽帝は5回にわたってモンブル親征を実行し、■・「伝周の玉璽」を入手

しようとした。そのような人物をモンゴルのハーンの子孫とする見方には、モ

ンゴルにも明にも中国の君主を争おうとした意図が隠されているのではないか、

と指摘して周氏は論を終えている・（周1987；17）。

永楽帝を元のトゴン・テムール・ハーンの子とする説と、トゴン・テム「ル，

ハーンを宋の末帝趨顕の子とする2つの伝説は、およそ500年にわたってさま

ざまな歴史家と歴史研究家の関心の的となり、正史のみならず野史や筆記類に

も数多くの記述がみられるという。数度にわたる真偽についての論争があり、

もっとも最近では1930年代の博斯年や呉略など当時の史壇を代表する学者たち

の論戦がある（周一1987：1－4）。・周氏畔どうやら、自らの論考に・よって、かよう

な議論に蕗止符を打ちたかったらしい。

3．民間のテキスト

以上、中原において元朝から明朝に変わった歴史的変動に開し、直接的．にせ

よ、間接的にせよ、この種の王朝交替を歴史研究者がどのように論述している

かを検討してきた。歴史研究者たちはモンゴルの年代記や漢籍を基本的な資料

としている。モンゴルにはまた無数の民間伝承があ．り、それらを書きとめた写

本もたくさんある。本章では、私眉身が収集した王朝交替観を示す写本を紹介

する。

3．1　従来の収集と研究

王朝交替観を示す民間伝承は、「元太子と真太子との物語」（yおが．α紹7七夕ね才力狗g

71秒ねわ′よ・乃如などカとして知られている。1905年から1925年までオルドス地域
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で宣教活動をしながら、モンゴル研究に幅広く携わってきたモスタ÷ル・ト（Mostaert，

A）師がこの民間伝承の存在を世界に伝えた。モスタールト師は自らが採録した

「元太子・真太子の二人」（y如α〃和白g♪兜7わゐgq叩αカ■－の物語を1937年

に刊行された7btesO7uuXO′めSのなかに収めている（MostAert1937：133－136）。

「〈元太子・真太子め二人〉は、永楽帝がトゴン・テムTル帝の子であるとする

伝説を書きとめたものも残っている（私の所有している一本は、〈大明永楽帝が

北京都を遣らせた評の書〉と題されている）。中国で生まれたこの伝説は」モン

ゴル地方に浸透し、『アルタン・トプチ』の作者およびサガン・セチ土ンに■も知

られていた」、とモスタールト師は解説している（Mo畠taert1937：ⅩⅠⅠⅠ；モス

タールト1993：40）。

モスタールト師は実際に語ったものを書きとめたうえこ　この伝承を中国起源

のものとしている。それは、おそらくモスタールト師自身が引用している侍斯

年の・1932年の論文に依拠した見解であろう。また、モスタニールト師が所有して

いたとする「大明永楽帝が北京都を遣らせた評の書」・（βの吉例′才夕材・ツ録・紺dわ紺ααα．γα乃

み（騨ゾ／〃g小〟〝イ板小γ〃JJJ：′∫〟JJf～Jなげ〟〃（差斬り：．17岬〝「、Jり叫ふく」ルぼ叫壷ぐ）

は、セールイス（SerruyS）師によって整理されたモスダールト・コ：レクション

にもNo．L63の文書として登録されている（Serruys1975：199）ムただし、Lモ

スタールト師が所有していたのはひとつではない。もうひ‾とつ、同じコレクショ

ン内のNo．64の文書も同じ伝承の写本である。No．64のタイトルは、且γわーお

如才椚gタ材ヅ〝抑αわ紺αqαγα乃－〟み聯7才ク曙・曾Ofαイあり′才γ打払γSα〝幻などγ－お〝（お鋸gr

となっている（Serruys1975：199）。No．63の文書の表紙には“FL．Claeys’’

とあり、FlorentClaeys．（1871－1951、中国名葛永勉）神父が集めたことを示し

ている・（SerruyS1975：199）。Claeys神父はモスタールト師より早くオルド

スに入り、熱心な文書収集活動を行った（Aubin・■1999㌔：40）。その収集品は後

日モスタールト師に渡っている■（SerruyS1975・：191）。

実はセールイス師は、モスタールト師のコレケシヨンを整理し、カタログを

作成する以前の1972年に、上記No．63とNo．64の文書を転写し、英語訳を付

した形で公開して．いる■（SerruyS1972：19－61）。主人公が永楽帝である以上、P

「明代モンゴル史」研究家であるセールイス師がこの種の写本に強い関心を抱

くことも当然であろう。セールイス師は論文のなかで、両写本ともモスタール

ト師によってオルドス地域から収集され、かついずれも1907（光緒三十三）■年

に書写されたものである、と伝えている・（Serruys1972：20－26）。このように、

モズタールト師をはじめとする宣教師たちがオルドスから集めた写本類は、多
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くのモンゴル研究者の共有財産となり、世界のモンゴル研究に寄与してきたこ

とが明らかである。

モスタールト師の7初わざ0℃〟∬0和わ5（1937）は、その後フランス後に訳さ

れた（Mostaert1947）。またその一部は磯野富士子氏によって日本語に翻訳さ

れた。日本語で『オルドス口碑集』と題する著作にも「元太子・真太子の二人」

が選ばれている（モスタールト1993：32－41）。

モスタールト師の研究は、少しずつ着実にモンゴルへ還元されつつある。還

元作業の先頭に立っているのが、オルドスのオトク前旗のソ）ム（Sonum、曹

納木）氏である。＿ソノム氏は、モスタールト師が独自の方法でローマ字表記し

ている7bfgg‾0γα〟∬0代わ5をモンゴル文字に還元し、そのなかの「アルシ・ボ

ルジ・ハーンの物語」・C47jiBudiQaγa7i）を選んで本のタイトルにしている（Mostaert

（Sonum）1989）。

・モスタールト師がオルドスを離れて数十年たつが、「元太子と真太子との物語」

を語る人は現代のオルドスにはまだ大勢いる。1989年には、オルドスの著名な

語り手（iiligerei）、チョグルブ（Coγrub、1912－1989）氏が語った物語が『オル

ドス文化遺産』（0摘〟ぎー〝乃5叩〟J一房〝∂∂）の第4輯として刊行された。このな

かにも「元太子の物語」（yおがα乃71秒ねβプ才の如勧めが収録されている9。この

時か、オルドスのウーシン旗が発行している『伝統文化』（∽αプ画才わ肋‘5叩〝カ

という雑誌の1991年1号にも「元太子と真太子との物語」が納められている。

ウーシン旗に伝わる手写本を現代の正字法に直したものである（Dalai1991：

28－32）。今でもこの物語が人びとに愛され、伝承されていることは明らかである。

では、現在のオルドス・モンゴル社会で、．■　この物語が如何なる形で伝わって

いるのかを見てみよう。

3．2　■資料提供者

ここで、私に「遠太子と真太子の物語」の写本を提供した人称　ブヤンマン

トグ氏（BuyaTlmantuγu，1912－1986）を簡単に紹介しておきたい。

ブヤシアントグ氏はもともとオルドスのジャサク旗（郡爾多斯右翼前未旗）

の■出身で、トウクチンという父系親族集団（Tuγein■ob扉亘戸員である。20

世紀初頭、準人移民の増加に妄り、ジヤサク輝での草原が狭くなったため、オ

ルドス西部の＿ウーシン旗に移座した（Ya元　2000三・1■0）。

9　チョグルブ老の語った物語はいち早くHもissigによって紹介されている（Heissig2000）。

ー35「



ブヤンマントグ一家はウーシン旗西部のハラ・モリン・チャイダム（Qar－a

morineayidam，「黒い馬のいる平野」との意）に住んでいた。1971年春と夏は

大早ばつだったため、わが家は家畜をともなってハラ・モリン・チャイダムへ

移動したとき、プヤンマントグ家を何回か訪れたことがあった（Yang・2000．：

10）。その際、彼が子どもたちに昔話を語って聞かせていた風景をみたことがある。

ブヤンマントグは著名なホンジン（Qonjin）であった。ホンジンとは■『十善

福自史』・にも登場し、元朝時代に皇帝の宮庭で儀礼をつかさどる役であらたと

理解されている（Liujinsuve1981‥129）。チンギ‾ス・ハーンを対象とする八白

宮祭祀の祭祀者集団のなかにも、ホンジンの爵号をもつ人がいる。■また、後世

のオルドス地域では、．結婚式の進行係もホンジンとよばれるようになった。ホ

ンジンになる人は、歌と詩歌を即興的に創作する才能をもたなければならない。

ブヤンマントグ氏は当然有名なホンジンとして人びとに尊敬されていた。共産

党政権になってから、1950年代に一時小学校の教師をつとめたこともある■（Yang

2000：10）。

私は1997年2月・に、ブヤンマントグ氏の息子、金鎖　Uinsur、J写真1）氏か

ら手写本を借りて、ゼロックスコピーをとってから返却した。ホンジンとして

のブヤンマントグ氏はさまざまな祝詞を覚えなければならなかった。・彼は祝詞

写真1　手写本の提供者金銀氏（右）
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類や物語を後世に伝えるために書きのこした、と子息の金鎖氏は私に説明して

いた（Yang　2000：10）。私はブヤンマントグ氏が書きのこした祝詞類をテキ

ストとして公開した（Yang　2000：23－164）。

以下ではブヤンマントグ氏から入手した手写本の日本語訳を提示する．が、手

写本のローマ字転写テキストを付録一、オリジナル写本を付録二として文末に

添付する。

3．3・－テキスト：

いにしえの歴代ハーンたちの名前は以下のとおりである。トギン・テム∵ル・ハーンが大都

城に在位していたころからはじまり、その次に朱洪武という漢人がハーン位に18年間座した？

その次にはトゴン・テムール・ハーンの息子である遠太子が皇位を継承し、満洲とモンゴルが

ハーン位を占めてきた歴史がある。その順位は次のようになっている。

順治皇帝　　在位60年間

康照皇帝　　在位61年間

道光皇帝　　在位40年間

藤正皇帝　　在位48年間

嘉慶皇帝　　在位35年間

威豊皇帝　　在位30年間

乾隆皇帝　　在位38年間

同治皇帝　　在位28年間

光緒皇帝　　在位30年間

宝統皇帝　　在位3年間

以上は、満洲とモンゴルのハーンが12人、漢人10のハーン1人の計13人が在位した歴史で

ある。この歴史を詳しく知っておくべきである。

昔、トゴン・テムール・ハーンのときに、モンゴル人長官111人につき10戸の漢人を管理し

ていた。漢人たちは御馳走を食べる際、まずモンゴル人ダルガに最初の一口を供物12として献

10　漢人を意味する言葉として、ブヤンマントグ氏のテキストではkitadを使っている。モスター

ルト師のテキストではirgenkiimiinとなっている（Mostaert1937：133）。irgenkiimiinはもと

もと「属民」との意味であるが、後世では専ら漢族を指すようになった。なお、モスタールト師

は独特な方法でモンゴル語のオルドス方言を表記しているが、本論文では便宜上モンゴル語文語

表記を使用する。

11・モスタールト師のテキストではラマ（僧）となっている（Mostaert1937：133）。
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上しなければならなかった。娘を嫁に出すときは、まずその長官と一夜を共にしてからでない

と長官は（結婚式に）出席しなかった。逆に綾を迎え入れるときはまずその嫁をモンゴル人長

官に捧げて味わってもらうようにしていた。

このように（漠人たちに）按していたため、大勢の恨みが一層ふくらんできた。漢人たちは

5月5日にそろって（モンゴル人を）投そうと相談しあっていた13。しかし、一部の人がその

計画を知らなかったため、ついに実行できなかった。

その時代はまた漢人に男の子が生まれたら、その親指を切る14ことになっていた。ところが、

ある家の男の子の親指を切っていなかったため、その子は私塾の学徒たちの頭子になっていた。

「八月十五殺鞋子」つまり、8月15日にまたもや（モンゴル人を）殺すという計画を知って、

私塾の子どもたちまでそのような候子を山ほど書いたという。そう書かれた候子は、風に飛ば

されて津々浦々15にまで撒かれてしまった。計画通りにその日には漢人たちが自分たちの（モ

ンゴル人）長官を殺して首を斬り、心臓をえぐりだして月を祭った。

漢人朱洪武が軍を結集してモンゴルの王朝を纂奪しようと準備していた。まもなく（彼は）

大軍を派遣して大都城を包囲して戦った。3日間戦ったあとに城は陥落した。

．城が敵の手に落ちたとき、トゴン・テムール・ハーンのトルバト・メルゲンという侍臣が、

ハーンの第一夫人を連れてきて3人で逃げようとした。「祖先から聞いた話ですが、北の城壁

の下から城外に出る穴があります。どうしようもないときはその穴から逃げなさい、との遺言

を思い出しました」と賢い侍臣が進言した。3人はハーンの「和氏乏壁」という玉璽をもって

逃げ出した。穴の出口付近でしばらく休んだところ、玉要を置いていた石の上には印璽ゐ形が

残ったという16。

漢軍が迫っていると、玉璽の跡が残った石を見つけて、（トゴン・チムール・ハーンが）逃

亡したのを知った。さらに後を追っていると、トーリ河に到着したトゴン・チムール・ハーン

ら3人は天から降ってきた黄金の橋をったって無事に渡っていったことが見えた。ハーンは河

の対岸にバラス城を建てて安全に暮らした。

ところが、トゴン・テムール・ハーンの第二夫人は第一夫人とのあいだで連絡がとれなかっ

12　degeji：デージ（degeji）とは初物、エッセンス、供物などの意味をもつことばである。正月や
結婚式などの時に、客人に出す最初の儀礼的なお茶にデージが使われる。この際のデ⊥ジは揚げ

パンにチャズかナツメをのせたものである。客人はこれを食べずに、ほんの少しちぎって口に入

れるパフオ「マンスをす早。これを「デージを味わう」（deg由一勇amsaqu）という。デージを味
わってから本格的な食事が始まる。デージはモンゴルにおけるお茶の作法や各種儀礼の場におい

て用いられる食物である。

13　周氏は元初の徐蝉の『熔余録』内にある「（江南占領後の元軍は）編二十家為甲、以北人為甲主、

衣服飲食惟所欲、童男少女惟所命。……金芸楼室入局氏、花場之夕、甲主据之、周以慰斗破其脳。

‥‥‥越三年、五月五日、聯合省都同報甲主」との文面から、元初にはすでに5月5日に北人の甲

主を合同で栽滅する説があったと説明している（周1！格7：15－16）。

14　親指を切るのは、弓を引けないようにするためである。尚、モスタールトのテキストを磯野は、

「漢人に男の子が生まれたならば、右手の親指を切りとってしまうのだった。それはどうしてそ

うしたかというと1弓を引くことができないためだ」と訳している（モスタールト1993：32）。

15　原文はsiyan（郷）昌iyenmuji（県）bolγanとなっている；
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たため、逃げおくれた。第二夫人は大変美しい人で、彼女に惚れた朱洪武は自分の妃にした。

臣下たちは次のように朱洪武を戒めた。「敵の夫人をめとることは決して良いことではない」

という。しかし、朱洪武は何といっても彼女の美貌に引かれていて、彼女もまた朱洪武を尊敬

していたので、結婚していなかった朱洪武は臣下たちの諌言を退けて夫婦となり、2人は仲睦

まじく暮らした。■

朱洪武と暮らすようになった第二夫人は、実は妊娠して2ケ月ほどになる体だった。彼女は

それを隠し、天地に祈り、北斗七星に請い願った。祈りが実って、朱洪武に嫁いでから11ケ

月たってから分娩した。朱洪武と暮らす以前の2ケ月間を加えると、あわせて13ケ月17間もたっ

てからひとりの男の子を生んだのである。・

男の子が生まれた状況に鑑み、r占い師に見てもらったところ、「たいそう運勢の良い人だ」

といって、遠太子と名づけた。モンゴル語では「遠ぐからの太子」という意味である。

その後もうひとり男の子が生まれた。同じように占い師に見せたら、「運勢は兄に及ばない」

といって、真太子という名をつけた。これはモンゴル語で「本当の太子」という意味をもつ。

真太子は運勢が兄の遠太子に及ばない。それに兄の遠太子は父親になついていたし、父の皇

位を継ぎたいと思っていた。ところが、大臣たちは「遠太子という名づけ方からみて、きっと

われわれの皇帝の血脈ではないにちがいない」と朱洪武に進言したが、却下された。「人間は

その母親の胎内に10ケ月以上はいられるわけがない。彼女はわしのところにきてから11ケ月

もたつ。どうしてわしの子ではないといえるのだ」と朱洪武はいって聞かなかった。

このように言い争った後、遠太子と真太子の2人は仲が悪く、いつも喧嘩していた。2人を

みて母親は心配して、遠太子のために2通の封書を用意して渡した。「1通は悲しむときに見な

さい。もう1通は幸せなときに見なさい。これらを用心潔く隠しなさい」、といって与えた。

まもなく母親は病気18で苦しみ亡くなった。朱洪武は妃の死を悲しみ、2人の皇子も仲が悪い

ことから大変な辛酸をなめた。

このように悲しみにくれていたある日、朱洪武は突然昼時に眠ってしまったが、悪い夢をみ

てびっくりして目覚めた。夢のなかで、黒い縞模様の蛇と黄色い縞模様の蛇がからみあって玄

関から入ってきた。′黒い縞模様の蛇は右膝にすがり、黄色い縞模様の蛇は左膝に抱きついたこ

とで驚いて目が覚めた。

朱洪武は占い師に夢のことを説明してもらおうとしたが、「いまに分かるよ」との返事だっ

た。するとま．もなく2人の皇子がつかみあいながら入ってきた。遠太子は右膝にすがり、真太

16　モスタールトのテキストは次のようになっている。「ジュー・フン・ウー（即朱洪武一楊）は追

いつけずに引き返してゆく途中で、そのトゴーン・トモル帝が行き疲れて休む時に玉要を地面に

おいたその跡を見て、・そ紫玉要の文字の一部分が出ていたのを写しとって、それを彫って玉要を
作りあげて、ダイ■トウン都でジュー・フン・ウーは帝となり、位についたそうだ」（モスタールト

1993：33）。「伝国の玉璽」が明側に渡らなかった、‥　という設定は、暗に明朝に正統性がないこと

を示唆しているのであろう。

1713ケ月という設定は、本論文の冒頭で示した『黄金史』．の表現と同じである。
18　原文はnarinebedeinとなっており、現代医学では食道癌と訳される。民間の見方では、食欲

がなく、衰弱していく病気を指す。
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子は左膝に抱きついて訴えた。朱洪武は大勢の臣下たちを召集して2人の訴えを審議させた19。

臣下たちは一次のようにいった。

「われわれの皇帝に2人の息子がいるが、まったく仲が悪い。長男の名前は『遠方からの太

子』を意味することを考えれば、本当はうちの皇帝の骨肉ではないことを示唆している・のでは

ないか。こうなれば、うちの皇帝の長男を何とかして消した方が良かろう。どういう方法で消

そうか」という人がいた。

そうしたら、′別の．ある大臣がいった。

「モンゴルが反乱した。南口門を通って攻めてくる。遠太子にそこを守れ、という厳しい命

令を出して送りだそう。そして事前に黄河の渡し船を回収しておこ■う。もし河を渡れずに戻っ

てきたら・命令に違反した罪で逮捕すればいい」といった劫。また、「計画通りに派遣するときに

は、軍の精鋭を渡してはいけない。・傷兵や鍛冶屋、木工、泥や瓦職人などを兵士にしたたて渡

そう。古い武器や壊れた弓矢∴やせほそった駕馬をやろう。すぐにまたもどってきても、精鋭

軍団を与えてはいけない」といいあって、決定した。このことは皇帝の命令と偽称されて遠太

子にいい渡された。

このようになったとき、遠太子も父皇の命令である以上、引きうけて出発するしかないと思っ

た。・・遠太子は悲しむ．ときがやってきたとみて、「悲しむときにみなさい」といわれた（母親か

らの）封書を開けてみたら、次のように書かれていた。

「遠太子よ、南口門を守りなさい、とお前が命じられたとき、決しておちこんではいけない。

いざ出発するとき、必ず劉伯温21－という大臣を侍者として連れて行きなさい。彼の教え通りに、

また彼のこと＿・ば通りにやりなさい。万一、・食糧がなくなって困っても、お前の父親が用意して

おいた食べ物はお前の頭上にあるから、それを射て食べなさい。黄河を渡るときも、ハーンの

身分にふさわしく（威勢よく）命令を出し、＿絶対に退いてはいけない。後ろへ逃げてはならな

い」と強い口調で書かれた手紙だった。

遠太子は母親の残した封書を見て決心した。悲しむときがやってきたと悟り、渡された軍隊

を素直に受けとった。出発前に‘（朱洪武に会って）いった。

－「息子の私が父畠の命令をいただきこ出発する前に父皇に謁見Lにきた。息子は劉伯温を連

19　周氏は、2人の皇子の話は建文帝と永楽帝を指している、と解説している。同様な話は明代の『七

修類稿』、『革除遺事』、『随志』、『建文遺跡』などにもあるという。例えば、『建文遺跡』内の「太

祖∵夕夢二龍闘殿中、黄勝而自負、明日見建文、成祖同戯、建文着日、心知後必不協」の記述は

もっともモンゴル側の資料に近く、恐らくモンゴル側が明の資料を借用しただろうと見ている（周
1987：16），。．

20　寺田の研究笹よると、洪武帝の死後、建文帝と燕王との対立が始まると、建文帝の側近たちは
明の北辺にモンゴルの進攻があるのを待って、・国境防衛を名目に燕王指拝下の精鋭を出撃せしめ

てから、北平の燕王を捕らえようという作戦計画があったという（寺田1997：66－67）。

21『明史』■巻百二十八・列伝第十六の「劉基伝」には次のような記述がある。「劉基、字伯温、青

田人。……革博通経史、於書無不窺、尤精象緯之学。・・・・‥基佐定天下、料事如神。……」とある
（『明史』1974：3777－3782）。また、中国の民間社会では劉伯温の非凡な能力を語る伝説も多い。1980

・年代に私が北京で暮らしていたころ、北京の故老から劉伯塩が北京を建設した、という話を聞い
たことがある。
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れて行きたい。ぜひ許してください」と頼んだ。遠太子の願い通りに許可されたので、劉伯温

を連れて出発した。

父皇朱洪武の命令を引きうけた遠太子は、黄河のほとりに4月29日にたどりついた。黄河

の渡し舟は一腹残らず撤収されていた。黄河の岸に駐営して、5月1日にひとりの兵士を偵察

に出した。「黄河の水が凍ったかとうか見てこい」と送りだしたが、戻ってきた兵士が「凍っ

ていない－」と答えると、「殺せ」との命令が下された。5日間に5人を行かせたが、みんな「凍っ

ていない」と答えるのを、全員殺してしまっ・た。6日目にまたひとりの男が派遣されたが、・そ

の男は「どうせ今日は死ぬんだ」と思い、「黄河の水がかちんかちんに凍っている」と帰って

きて報告した。

全軍が出発して河の岸に行ってみると、黄河の黄色い水は晴々と流れている22ではないか。

そこで遠太子は聞いた。「黄河が凍ったといった者はどこにいる。どの辺りが凍っているのか」

と聞くと、男は丁‾この辺りです」と答えた。・「それだったら、凍ったというところから、鱒前

が先に入れ」と命じた。そうすると、命令通りに河は凍り、無事に（全軍が）．河を渡ることが

できたお。

南口門へ向かう途中、食糧が底をついた。空を仰ぐと、太陽を覆いつくすほどの何万羽もの

鳩が飛んでいるではないか。鳩を射おとして食べながら南口門に着いた。

南口再に着いたあとのある日、遠太子は弓矢を携え、馬に跨って狩りに出かけた。歩いてい

ると、一尋ほどある背の高い黒馬に乗った、顔が紅銅色で、赤い槍を手にした人に出会った。

その男は遠太子に「お前のその弓矢をわしによこしなさい」と命じた。男は矢を手にしてから

四方に放していった。＿「．お前、この4本の矢が適した場所を掘りおこしなさい。金銀が見つか

るだろう。だから、お前はわしにつ．いて来なさい。お前はわしが槍で描いた通りに、361の街

道と33の城楼がある、星宿の数と一致する28の衛門のある北京城という城を建てなさい。9

つの龍を飾った玉座を設けて、お前鱒その上に座って永楽皇帝と名乗りなさい」といった。男

は赤い槍を渡してまたいった。

「もしも、銀両が足りなくなったら、この槍を劉伯温に渡しなさい。いつ、どこでお金がな

くなっても、この槍を突きたてたところに銀が見つかるだろう」といった。

その後、いわれた通りにその場所に行って駐営した。一緒に連れてきたさまざまな職人たち

はみんな役に立った。その人の指示通りに城市を建てた。城市が完成したとき、大都城から朱

洪武が死んだとの知らせが届いた。仕方なく200人の兵士を率いて遠太子が大都城に戻ろうと

出発した。遠太子が来るのを聞いた弟の真太子は、以前に兄をいじめていたのを思い出して恐

22　原文はγOululaγan－iyariiilenuruSjubiiiとなっている。直訳すれば「赤い水が滑々と流れて
いる」となろう。モンゴル人は春季の沙嵐のこともulaγanSalkin即ち「赤い暴風」と表現する。

日本語に訳す時は赤を「黄色」にした。

23　黄河の水が凍っていないと答える兵士を殺し、凍ったと返事した兵士を先頭に渡河できたとい

うモチーフは他にもある。かつて1696年に康照皇帝が対オイラト作戦の途中にフフホトの西から
オルドスに入って巻狩をしたことがある（岡田1979：92－130）。この史実もオルドスで伝説化され、

同様な挿話が民間に伝わっている。
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くなり、首を吊って自殺した。これを知った遠太子は大いに悲しみ、父と母め墓前に叩頭し、

弟の遺骸を埋葬して追悼した。大都城の役人を任命し、再び出発した。

新しく建設した北京城に帰ってきたら、いろんなところから報告が届いていた。漢人たちが

モンゴル人を捕まえてきては、一殺して頭や肝、それに心臓を取り出して月を祭っている。この

ような習慣がある、との報告であった。この報告を聞いた遠太子は激怒し、そのような月を祭

る習慣を禁止した。■■その代わ■りに瓜や月餅で月を祭りなさい、との命令を出した。そのため、

痍族の人たちは今日まで毎年8月15日には、西瓜に口や目を彫って人間の頭の形にし、それ

を割って月を祭るようになった。

－そこで、遠太子は母親が残した、幸せなときに見なさいという封書を開けてみた。封書には

次のよう・なことばがあった。

・∴「お前が私のお腹の■なかに2ケ月ほどいたころ、朱洪武と結婚し、命が助かるようにこっそ

り天地に祈り、北斗七星に請い願っていた。その願いが叶ってお前は母親の胎内で13ケ月も

いて生まれてきたのだ。■漢族の人たちもお前が彼らの皇帝の子かどうかで激しく争っていた。

息子よ、お前は本当はトゴン・チムール・ハーンの骨肉で、朱洪武の子どもではない。いずれ

ハーンになづた暁には」モンゴル族には慈しみをもって接しなさい。仁愛と厳罰をほどよく使

い、モンゴル側には仁愛でなければならない。仏あり、信仰ありの世界を創るように国を治め

なさいム・・これは母からの遺言だ」－と書かれていた。

遠太子は母の封書をしっかりr読んでこいわれた通りの永楽皇帝になったのである。その後天

竺の地からジャムスンとチ白ルジの括仏を招請しようとし寵が、ジャムスンとチョルジは来な

かった。（代わりに）ジヤクジヤ・イシの括仏が派遣されてきたため、わが国別は経典と仏をも

つようFになっためやある。

これはトゴン・チムール・ハーンからは－じまる、13人のハーンたちの歴史である。

終わり・。・

1979年。

．11979年5月4日。・

朗々とこした旋律で語るこの話を、．

大勢の友人たち■に聞かせよう。二

巧みな筆と・－きれいなことばで詩文にしたてた、

美しい物語をタラ（渡母），に伝えようこ。■

24　－ここで古代の明を「わが国」と表現していることから、．物語の語り手が現代中国の領土の一部
とされている内モンゴル自治区の住民であることが現れている。
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4．＿歴史と現在をつなぐテキスト

r以上、ブヤンマントグ氏からのテキストを示したが、最後にこの「遠（元）

太子と真太子の物語」が、現代のモンゴル社会でどのような意義をもち、・どん

な観念を抽出できるのかについて検討する。

4．1伝説を語るとき－8月15日の現代的な意味

「遠（元）太子と真太子の物語」はモンゴル社会でもっとも広く知られてい

る伝説のひとつである。内モンゴルのように、モンゴル族と漠族が混住してい

るような地域では、「遠（元）太子と真太子の物語」は毎年決まった時期に語ら

れることによって、常に「現代性」をもつ物語として人びとに受けつがれてき

たのである。

人びとは「遠（元）太子と真太子の物語」をどんな時に語るのか。私自身の

経験から説明しよう。1972年の陰暦8月上旬、小学校に入る前の私は故郷ウー

シン旗（Utisinqosiγu）のある河谷で両親と一緒に草刈をしていた。そのとき、

ハダチン部（Qadaeinobuγ）－のチヤガンロンホ（eaγanlongqu、故人）■とい

う老人からこの伝説を聞いたことは、はっきりと記憶に残っている。カトリッ

ク教徒25だったチヤガンロンホ老は地元では民謡の伝承者、物語の語り手と・して

知られてい年。そのため、・彼の語る　■「元（遠）太子と真太子の物語」は特別に

印象が深かった。・チヤガンロンホ老は確か、8月15日が近づくとこの物語を語

るのだ、と私に説明していた。

「八月十五殺鞋子」、つまり8月15日には鞋子を殺そう、という漢人たちの

通俗的な表現には、モンゴル人たちも敏感に反応していた。鞋子とはモンゴル

を侮辱する言葉である。1980年にオルドス地域東勝市の高校に進学した私は、

在学中の3年間、毎年陰暦8月15日には漢人学生たちとモンゴル入学生たちが

対立し、緊張関係にあったことを覚えている。この日には学校側から全学生に

西瓜と月餅がふるまわれるが、漢人学生のなかには必ず「八月十五殺鞋子」と

いう言葉を口にする人がいたので、そのつどモンゴル入学生が学校側に抗議し

ていた。学校当局だけでなく、政府も陰暦8月15日の「中秋節」には民族団結

を強調しなければならなかった26。

25　オルドス・モンゴルのカトリック教徒の現状については、楊（1994：13－22）とYang（・1999：205－223）
を参照されたい。

26　檀上によると、元・明革命を民族革命とみなすか、あるいは階級闘争ととらえるかをめぐっ七、
学界でも議論されたことがある。社会主義の中国においては、国内に少数民族を抱えている立場

から、洪武帝を再び漢族の英雄とする可能性は低いだろう、との見解を示している（檀上■1997：306－307）。
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その後も私は何回か老人たちが「遠（元）太子と真太子の物語」を生き生き

と、、まるで自分が見てきたような感じで語っていたのを見たことがある。いず

れも8月15月前後のことである。何故、漢人が8月15日に月餅を食べて西瓜

で月を祭るのか。「遠（元）太子と真太子の物語」はいわば、他民族の風俗習慣

についてのモンゴル族側からの説明でもあった。

以上は私個人の経験であるが、漢族と隣り合って暮らしている現代中国内モ

㌢ゴル自治区においては、決して個別的な事例ではない。モンゴル人は、漢人

が「八月十五殺鞋子」という言葉を口にしながら、西瓜と月餅を食べて陰暦8月

15∵日■を過ごしていることを、知っている。こういうときに、「遠（元）太子と真

太子の物語」を老人たちが子どもたちに語って聞かせるのである。そのため、「遠

（元）太子と真太子の物語」はつねに現代的な、現時的な口調で語らなければ

なら－なかった。1979年に書かれたブヤンマントグ氏の写本の中には、モスター

ルト師のテキス・トには見られない「民族」（iindiisiiten）という言葉が多出して

いるのも■その一例である。‾

漢人のイ中秋節」に敏感になるのは、何も現在の社会主義時代だけの話では

ない。1934年5月、天津の新聞『大公報』に『中秋の血』という小説の広告が

掲載された。■‾元朝末期の「八月十五殺鞍手」を書いた歴史小説であった。この

広告を目にしたモンゴルの知識人栄祥は、ただちに南京にある国民政府行政院

院長の江兆銘と蒙蔵委員会委員長の石膏陽に抗議の電報を打つ。もし善処しな

かった場合には、先年の『南華文芸』事件27以上の事件に発展する可能性がある、

との文面であった。国民政府の命令により、問題の小説は発売禁止となる（栄

祥　＿1999■：214；－．．武美勒　■2001∴320t321）。

鞋子とは鞋鞄の口語形である。駅西省や山西省の漢人たちは現在でもときど

き口にする言葉である。鞋艶という言葉について、宮脇淳子氏は次のように分

析している。「中国王朝の明は、モンゴル高原で遊牧生活を送っている人びとが、

元朝と深い関係にあるモンゴル帝国の後商であることを知りながら、かれらを

モンゴル（蒙古）と呼ばずに、わざとタタル（鞋担）とよんだ。それは、中華

27　『南華文芸』事件については、張承志による記述がある。1932年、上海の北新書局から出され

た本に、回民の食タブーを、「豚をトーテムとする」形で解釈する内容があった。この本が上海の

回民の不快を招き、北新書局が回民らに破壊された。その後、抗議活動は各地に広がるが、南京

の『甫華文芸』がイスラームと回民を下品な調子で侮辱する文章を掲載したことで、事件はさら

に大きくなる。北京では回民5000人によるデモが発生し、西北の回民軍人や新海のウイグル人ま

で動き出す。国民政府は侮辱文章の執筆者を逮捕するなどの措置をとり、事件を鎮静化させた（張
1993：126－129）。
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思想の立場では、正統はただひとつしかなく、明朝だけがモンゴル帝国の宗主

国元朝の継承者でなければならなかったからである」（宮脇・1995：6－7）。■近現

代における民族間関係のなかで、少なくともモンゴル族にとって、陰暦8月15

日の「中秋節」は、ひとつの「鬼門」である、とモンゴル人たちは理解してレ†

る。「中秋節」の起源は古かろう。ただし、後世においては元・明交替期の歴史

が「中秋節」と重ねられて語られるようになった以上、「漢人対モンゴル」とい

う構図が形成されたのであろう。「漢人対モンゴル」．という構図時常に歴史的で

あると同時に現時的でもあった。あるいは、現時的な「歴史」であったかもし

れない。「歴史を背負って現在を生きる－」ときに、モンゴル側は「遠（元）本子

と真太子の物語」を復習し、漢人の「中秋節」に対抗してきたのであろう。

4．2　「ミニ年代記」的な作品の意義

モスタールト師は「元太子・真太子の二人」について解説した際、物語はモ

ンゴル人にとって都合のいい説であろう、と指摘している（モスタール．ト1993：

41）。中原の政権が漢人朱洪武によって纂奪されたが、朱洪武の次から■■は明朝も

実質上はモンゴル人の子孫に統治されるようになった。物語からのメ′ッセージ

は容易によみとれよう。

伝説や物語には即興性があり、語り手によってそのつど変容していく。語り

手が置かれているそのときどきの政治的、社会的情勢も当然、語り手に何らか

の影響を及ぼす可能性がある。それは伝説や物語の設定、語り方、ひいては語

彙の使用等にも反映されることになろう。

本論文で紹介したボヤンマントグ氏のテキストは、冒頭と末尾の文章を除け

ば、物語そのものの内容はモスタールト師が採録したテキスト（Mostaert1937：

133－136）や、収集した写本（Serruys1972：19」59）・、それにチョグルブ老が語っ

たもの・（07恵那一打乃　5叩α7－〟〝　∂∂1989‥83－87）などとほぼ同じである。ボ

ヤンマントグ氏のテキストの大きな特徴のひとつは」冒頭と末尾の文であろう．。

ボヤンマントグ氏のテキストの冒頭と末尾の文章の執筆者が誰であ・るかにつ

いて、テキスト自身は何も記していない。ボヤンマントグ氏の創作かどうかも

確認のしょうがないし、創作者を割り出す意義もない。重要なのは、「トゴン・

テムール・ハーンからはじまり、13人のハーンたちの歴史である」、という末尾

のメッセージである。同様なメッセージは冒豆削こも示されている。「いにしえの

歴代ハーンたちの名前は以下のとおりである。トゴン・テムール・ハーンが大

都城に在位していたころからはじまり、その次に朱洪武という漢人がハーン位
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に＿18年間座した。その次にはトゴン・チムール・ハーンの息子である遠太子が

皇位を継承し、満洲とモンゴルがハーン位を占めてきた歴史がある」、と強調し

ている。・ボヤンマントグ氏のテキスト内の独自の系統観を下表のように示すこ

とができよう。

ボヤンマントグ氏のテキストが

示すハーン位継承順位

実際の清朝歴代皇帝の年号

トゴン・テムール・ハーン
朱洪武

遠太子（大明永楽皇帝）

順治皇帝

康輿皇帝

道光皇帝

薙正皇帝

嘉慶皇帝

威豊皇帝

乾隆皇帝

同始皇帝
光緒皇帝

皇統皇帝‘

明
聡
徳
治
無
正
隆
慶
光
豊
治
緒
統

天
天
崇
順
康
薙
乾
嘉
道
威
同
光
量

ボヤンマントグ氏のテキストにある清朝時代の歴代皇帝の継承順位とそれぞ

れの在位年数は、およそ史実とは合わないものである。史実と一致するかどう

かよ．りも、テキストはわれわれにひとつの系統を呈示している。それは元朝か

ら満洲清朝へつながる王朝交替である。元朝から明朝へつなごうという意識が

極めて希薄である、という歴史観である。テキストが語っているのは明朝の起

鱒こついての話であろうが、それは元朝から清朝へと継続されていくなかでの、

ひとつのエピソードにすぎない。物語のこのような設定は、1662年に書かれた

『蒙古源流』の構成とも似ている。『蒙古源流』は、北元が滅んで清朝の歴史が

はじまり、清朝の太宗皇帝が明朝を征服する部分で明朝の歴史について述べる

形式をとっている。年代記もボヤンマングト氏のテキストも、元から清へゐ「過

渡期」においで明の歴史を挿入している点で、共通しているといえよう。

モンゴルのトゴン・テムール・ハーンの息子である大明永楽皇帝の治世中の

偉業は、天竺の地から高僧を呼び、仏教弘揚にっとめたことである、とボヤン

マントグ氏のテキストは設定している。これも、本論文の冒頭で示した『蒙古
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源流』が伝える永楽帝の事跡と全く同じである。宇宙の誕生と宗教の起源に関

する記述からはじまるモンゴルの年代記が、人間の営みとしての宗教弘揚で幕

を閉じるという叙述は、当然の設定であろう。「遠太子と真太子の物語」を文字

化した人物がどれほど年代記を参顔にしたかは不明である。、文字化の過程で年

代記の叙述形式を踏襲したことで、口頭で伝承されていた物語が、王朝交替観

を示すテキストへと昇華できたのである。「ミニ年代記」あるいは年代記のひな

型として形成しつつあるテキストの意義はここにある。

テキストの物語は、年代記を抄録したとか、年代記の話を分かりやすく・口頭

伝承化した、との立場を私はとらない。物語と年代記との因果関係を探ったり．、

どこかに出典を求めるこ七もあまり意味がないのではないか。むしろ物語も年

代記も、何を語り、＿どのように叙述しているかに意義が認められよう。
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／，′坑′′／J）／／．両頭（・抽て／／リノ川rJJ呵ぐ一仁lイJJ′／ね／川（イ／いりJ川0／川gJ二lイ両ぐ■亙西

か・んソJJて：・Y．’（んリーか／川－JJ〃ij抽亘lH一高丑桁一／，′）／㍗JfJ／Jhイオ小川′～叫lイブ7人川Y仙川（画

か・Jけ（・．りゾJ山ト（・（て（・fJ．●、れJHJ／川g－「／（リ1・（・〟ぐ〃りづ吋／仙／で叫l旬／／町抽址哩■／くりて、，

（・んr〃げ〟り／川り／研ぐJ上lゾル仇＿l・（・ん（・′／（・／座■〟〃柚刷桐小目町旬〝／－〟．JJ豆ぐ〃′（、

（雨ノJり‘硬直九両〃〟〃／（y〟ブリ豆的l・（リ・川守端舟車両．ほ＿l・（・斤（イで∫（・（／ふくイ∫豆〃（7／＝

〝＝症′／げろ／／．ノ／／／／仇／哩イリ／／：用〝′川J／／／川〝〝申バ／′函J・巨／／謹、／7／ね〟〃－′－申t川J・Jユ・

Jr／／・7日，。／／り′さで川（／り旬／げ′（／川（／．巾JJ相的亘廿〃JJ行〃77品／／（／〟小／．抽gJ■巨′／函J■イ〟

∫ぐ〃亘1－（リ’Jh／JJ：′／／〃日．？二月JJ用／Jr／一山J彷YJJ／／／桝／／／：′／／／）′Ⅵ妬／JJ／／わ〃，／JTJニ′∫／／〃－恒JJ■、ハ＝
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・¢紺野gぴあβ毎g雛官房椚α沌α〝上衣〝画5αrα∂噌〝励約gよ〝励み町才γ5α犯

す叩αrgαグーαイα　乃なおhαr一αお両虎．drゐ〃〃J5ニγαγ∂α乃ざαγ－α∂oJ〝γαd乃なβ犯

静物画柁納胡滋・fg柁烏紬留滋〃路頭が朗∂〃〆dαJわγ5α乃一才J伊ざ吻怨滋－∂gr

わγ紬責γα伽5〟Jかαγ－αα乃〟プg鳥αわざdツf〃摘i兜gr一gツ　yおがα乃Tb頭g g刑乃

JP乃βわ朗β乙肋ク智叩7品わあαざ〟qO血プ加わプかよゑ聯β乃梅坪・わあ乙血相γ甘みαγ

乃酢乃∂α5αゑ紬喀お花J＆f∂摘みdお柁加古曙滋乃切ブぴαγ吼蕗痢頑庖再擁姉伽頭

α百一α一助γ細浦狛蝮桁喝陶摘諭〝一g血」鼠ノ掬g Tわめゼ血糊励侶那元動如成

肋調gγ戒肋紘相加押別物ゆ蝕倣郡印晦か賊正昭励一針尭岬γⅥα〝〝20ご

叩甘血γ励戊蜘班毎吻牒画摘施卯痛。威由一砲弾膵臓邪地目廃郡毎独り壷

勅勘両袖爛頑助川

四

上官拍イり〟毎rr一拍′心わJれイ（りi〟y〟〃α〃m〆ぶぐ斤Igざくりりイh）（わ†み〝J川〟JP〃

曾αγα雅一〝αγざαγⅥ紘日用所用頭拘留動画．ル〝0〝，好打庫おかβ櫛β乃頓才．ル〟

OJ川gUかん－かわJ川～わ〃〟〃血常（てJよで如ッi乃鳥g∂gわJけ（1〉かけ融J如才／～〝J・わ“Jざ〟r〝－

〝占7（允許ざパ九g〟〟わり毎Jリ。∫JJf融／JJ如けよねhlク好く麒JJり・〃〟（んみて苫古川l′（1・／J川γ扉

〝J■鮎川〃融JJわ（朝．l・〝叩毎〝／fJ川／肝／〟J、（－みね～5ご肋Jf姉頓勘I（血Yん′hJ恒・〟肋でわ〝．

J〃g点く那（，〃で（ねJ明′－〝ilJ川JJnリ，ね（－．ルJg7互γねです（叩叩ねhJ丘JJ融（て〟ぐ～目せぐよ

妬小一ぐ（官的■／滋か・尺－ん情わで．（中川如才／ぐ毎々叩〟J・船古く官〟〃－～川〃〟g（，Jの汀け〝（ざ血JJ

たノ0毎／／′11J川JJ九両ざ（・血川J川′ゲ〝J・〟JJ畑J川Jrて／かJ妬～fJ短加・．J痩ぐ（れイ山中

ノ0∂α曾鋸βニゐγ－地物施戒牒吻拍励加わ再わ明輝ゐγゐγ㈹湖面卸元喀物勇

J〟〃イブ川／肌わ〝倉か巾でか用くりTg′上川（画かJJ小・〝叩〟血相川「わ〟J・rkJJ〝タイJJ（，∂PdてわJ

ホgp′J（1′・わ（騨六郎（、駆り■血JWy甘み〝J・〟力J〟ざJ〃短（てル（・りJ川OJ川g亡／ぐ砧J（リ・′（都・〃

5α乃αγ－α力みαγざαγαr∂αざα昂す叩αγ烏細とg肋∂〟JJJ卯γ∽吻朋くわγα乃β∂如才

桓両町両地判押・曙的■丹沌再油〟加甘恒〝川∫〟わfJム上之（g～J〟JJ〝鋸〝JJ†ゴ〟J〝〝YJ

カムαγ5聯γ花柳乃おゐプ才形ゐγわ点かα〟〝γ5αγαrgぞ乃gdね73二・脚痛萌蕗椚疲閻

招〝γ〃ノ豆′址ノ豆fffわん都（管t－J・（ミ′）（て／JJJくれ，みぐ／∴復仇差リノ　わ（ノJ q〝用くり車ぐ〃JJ二

面0γα才血相乃β，りβ乃椚0γのすりαγ0吻′α〟αγふαγαγ留励み∂gr0γ卿α．才柁明哲ゐ・J景

叩JVrJかぐ〃J〃〃叩／わ〝J耶′J川（，柚。〟gr）亘lJ〝わ〟．∫／川（・巾ぐJJ〃〃け〝り夜幼Jぐ摘（／〟g

路0タ如αγαdfqg肋ゼゐゐゐ乃5g柁∂βえゐ¢おプβゑαおり′〝γ〝犯50品兜5g柁おえJP血相才

頭痛蕗城肌画蕗画伽頭d刑か通用傲毎頑肋痛感γαγ〟研αγゐ血相fJ＆5年γグ鬼才

押II〟J■加わ（がJJ f川J＝JOrて（）だわっ〝γ汀（りて小†／J■（甘ぐ〟11†川Ji m再∫ぐみ〝JVy〝JJ

（1紬。〟かJA・′ぐ∂（，J・わJルJgT恒心再（官〟〃ぐ抽rJ梗′ぐみ〃■わJノ〝γ〝仙‘由yてJかあぐ．ぐ7－ぐ
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か／JJ－て／J・J〃、7－両ごα（イ〟JJJ毎／〃汀dJHリ・イ抽J五摘む衰留めJJJJ／J十J，〝タイJ（て／〃JJみrJJJJ

山一んイrT（－か′．川／川－J′世Itfげ

五

エ・ヴ〝川津J川′小・〟J・姑恒由り町擁〟両頭仇沌硬d恒l・ん血γ．ノ／（て丹ぐかかjみrg〟〃J

aq（）J〟丁ノJ′rr．亘〝ん用肌甘甘〃JJfリ・－（1－両み佃わ√hJJ（ミ／埠JJ川血γ〟JJ〃J／川－JJ叩γ〝〃1J

JけJJけVエア壷川（騨川上絆Jl・（て／恒／日，（小川JJ．（恒川中わ川√てわⅥ（て〝〝帥J坤みぐJ川〝析JJ

g乃gqαγα邦4ニ加古と宮地一才雛Z聯∂βり0ゐわ7－α．γα研αγα町－α－∂αγ・如才聯乃一g

ん（車在♪′′ナ…〟〃JJん‘・人血わ7／5JAれノ榔′り／JJJ・わ〝／てJ八川g〟／り苅わJg鮎かf〉′可〝Jlか〝J・

JJ・ぐ〃－ぐ．11什／川7小才ごく・「再／（g〟〃イJf／がん（リ〃ぐ〃げJrて高gy〟rhノrJ頼・－〟′JJ亘l可Jr

ツα∂〝γ祝砲〟血γα柁5α肌扇∵n朋J一弘のγα叩α0乃gγαゐ∂∂鹿沼一拍α〝ツαγαdP・γβα7－

両JJ・川明仰巧打Hw壷〃高一わ（｝ゴ～り〟メイ行中ノiわlY／）′ざりり－05才でγ〝J■ざ〟加瀬ざ′りりかJ打〟＆
◆　　●●●　　　ヽ′　●

触頼れ・ん一桁リJかγわけfJr／．J東川′tI．l・／／如けJJ／q〟て拓ルJgか≠＝叫亘〃八東㌣＝鹿西

か舟JJ廟（イウリ豆JんリはてぐJJ〃でく1リ癌か／タイかJJ煩わJg川J函Jg〃擁JgJ可わJgt直川お

く血JJ血叩〟（てJJ巾ゾJα（てり恵みり／γ〟JJ血γ…hJJ〟毎JJrんソ村かノ／わざ（官かJ〃wJで〝／…川川

JJ川川わけJ川g叩／川…カJ／、JJJ（中川′～（てぐJ恵みぐんで抽くりり・〝如けJdJO・てJ〃血J履くゾかれbJJ

／八一加圧帝Jl／（て化〟〃りJか／（て日夜7ヱi短／fHル舟〃～毎・よJ〃g血ゾ／用（イ（イ／て恒（駆り・ね血血川扉

叩川肝〃木JJ小舟川汀JJ yJJ川JJ71両∫（一一月ごdJかJ項・〟γ〟小・〝如け〝旬〝－わで汀わ。J′，〝．

JJJg斤（舶一助J癌（リけ（）yJJr〟77m／再∫（、・〝わ〃「再JJはノ〝ノブ行か川ぐ〃か〃恒リ7〟擁J

．、I〔Jわ〝ヴ〝みいわけJf川わ。旬〃J・・叫、イかノ（ノわ〔叩〃′て〝再JでわくイJ5ご血リ肝〃わり〟〃γ“75〟再か

庫血叩〟′て／り′巾†坤（ねぎJJぬリJ（わJ畑J川j巧ぐ■（リ川（駆一触両性可砧・ざ日ソで砧短的J／gr

（りJれ117川JJn小ざ（1ご′て血／恒しぐJJ短（リJ／（弓Ⅵ川g∬ノり動Jg二lイJこぶ〟か甲J吋（一打情

ブ0rgγ釈明吻庖如句切毎画．γαγ∽0托7α曾〝ゐγ血γα乃工葎βgl々紹gJβ二鳥gdqg

′雨わ〃rr／カ（リり・椚′〝かわrJ′てJJ川J・′由わ〃ぐ〟・わぐ〃㌢〟J・J雨わ〃rJ∂（）Jγ“＝7〝叩γJ項〟

ツα∂α叩J9二鳥βタで哲お古ね相良お粥お〝切ノZγα乃5撒けγαγSα乃イゐγ感山鹿励摘血砲が㈹

叩）∫Jけ〝り－JJ／り†JJけ′JJヱ〃JJdlか～（て／J／あぜか血｝ゴ′トわくゾ川〃〝〃JT／〝わ〟J（YJJJ／rrY短く－「再JJ

。Jれ′W両袖拙油粕駅（㌦別行。〃〟

六

九両押・（て／山南〉′ゆり〝わ〝甲J／（g〟〃車（リJ岬J・叫小壷聯－（り・〟かJJJけ〟よぶ〝用／J’〃〃八才

伊州仏雨情2小竹川舟勅油〃＿l…〟γ〝J・ノ〟タイ拉み〝y〃J川JJy〟JT／Jy〝リ。J舟J…JqJ小J

′両JJJ）†巾JJffg（ィ．3ご〟J・わ〝JJrてJ岬の可JJか巾〟ffg（ゾ血リ肝〃（てわJg叩（加わばかの′∫〝〃

毎（kJ痛梗（－．（離山J座（、かJトJJ吋融〟．l，（，ふく，〟再（げ万∫ルJJr‖I〝l・1什“J n小∫（－
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′～／gぐ〃′（－ノり／，／川〝一再JJ（〝γ　0古J75の15ご　り旬〃J・r〃一・捕　り　〝q〟－て〝：′イ／げ

Jr／川（んJ川g（－／′て（リ雨l・くりHJJ54叩JJβ的り〟如岬J′（んJ叩JJ′川端g〟JJ（て／両日，／〝かりゾJJ

Jのイ／再斤〟／小リノ〟的／川。JT血叩dJ川ム〟（ねγ〟JJか／JTJ川ん川〃バ座坤ノ∴・かjわ‘ソ西JJ

乃αdα（ねγα乃工葎β　γ乃g′〟gf桝由一かg乃血γαγ〟J〟乃∂γお5秒gg如才ゑg∽β乃

＆函少鋸川畑曙胡掠め目指血朋γわ血り血γり′鋸γ5αtク7ツ05如αγ吻卸β〝み0毎〝γ

励磁畝分頼該翫感知臥ゐγαγ〝J〟Jiqα椚〟加わ乃∽0戒〝ki匂〝α乃物ゐβ乃酢乃お

■α∂αツわ富力城γ〆・Jαrゑおめど乃α∂～〟プ〃∂〟γαdSαれα才■n融朝再卸仇ゐ・（蕗γ∂gd卸γ

∫〝J一一〟一再力甘伸上亘洒〃－7十前々如戒はJ・gS〃和JJ’りJ†／－／川り〃gy〟（てJ＝兎1・（て／～ff蛮イ

如才毎γ〟Jαγざαの∂oJα〟才一αγβ〝7－〝乃施すⅥゼ〝Ja∂αγ録γαdfα∂ぴあγαrgαγ一如壷

ざ／〃1－車力小甘〃て／／fノ東川かi肌鎚〃イ∂叩滋γ〟kJりJrJわ〃y〟仙／．J3」’〝仙JJJJJJ

紛城西便秘戎■点β∽g紹プαみ〝γ〝J〝γ5α乃血烏∂〟卸β〝頓才ゑgmg乃74二鳥g趣g乃

■∂頑・〟γα由良β∽β・乃力物′Ⅵ・∂αγ加古αおろ〟乃dおお∂〟乃劇研裏紗りαγ〝γ以上は」通力

ふよ姑／〟gJぐ〃〟ど（イ〟（・川ぐ〃hJり／日代耶PI‡イ（満州〟ねむ〟．ノわJ〃わけrJJ‘（′（／めて／（甘くリ・－くり丘

両紆〃かわ〃〟〃＿t・fJわ〃γ〃JJけ∫〝〃て／7日（ソt，仙川励み0血γ〝〟か（W（－（・（〃わ1リ・〟川の1：JJ

J六浦〟か～′履け／，′′JJJ：′∫／川わ・旬〝ノー止血叩〟再hJJr（7′Mr〃J’〃〝／∫ぐふく一（おかjん巾／f

抽／邦　巌一川r〃舟（車J～／ハイ・（ィ．（て／JJgA（蘭て／′f rてJけ〝J・〃MJTJJ川＿…hJ川′／：′…J／－J川

鉦恒沖肋摘九日血・加佑∵′HJJ／†んけ〝JP小げ桁んリJ〝川小で抽／．′（－（7（甘くリ・11J川JJ

7七両βαよαγ∽Ⅶ乃2収・n沈附‡以兢おお鳥肌ねg烏的阻め2卯㍑扁γ一α－∂αおヴαγ〟れわ

姉娘都祁‾り／乃一α物おがαγ〟∂α5〟■

七

J・●（リJrJ（g（ゾ恒、イJh〝斤（リ〃川血イ（舶て／fH（直川′り′）／¢〟川万一〟か兢甘ぐ〃叫再〃てJ

kJ〃ぐか〃で／（リ・でかわ〃桁Jヱ（g〟J椚・々Jj／硬西川（而／で〃わ府g砧、Jりr〝　り〃ぐ〃れリ打

払γ〝γざα乃一あり那■〝γの茄ね〝舶物d3ご邦など犯C〟gg∽一物画一gg摘おの1γαγ∂α．

′川（ん・（V．、t〟かJ：′JrJ叩J′川．川汀N川g存〟　凡打堀・ぐ川J‘－如上′頑7／・J弓町〃J・か痛（・∫～／

♪fr．1イJ打て〝わ〝JT／；′（山〝〟√〝（7ね－（ミ印／んリJqr／用JJんJ〃／／川か汀抽J肌リJJ〟〃〃リJ／／／；イ／Jr〟5J

J／わ〟y〃′～〟′T′／）的・かわ〃ぐ〃〝〟r〟止／川JJ〃／両用（両／J川MJT／J川叩わ〝甲JTJJてrJ（－かたりJ

′（g／わ亘lY〃WJJ■わ〝JJ〟（節付（：、J・J十′（WfんI柚小目ハイー（一二（中川／／て／〟往な日日－（7〟Jl’／什〟〃

れ小ごくⅧJ川川JJ川川－わで川（㌣ゾ／ハて〟川川すわ（川J川再〃∴（／hん川り節一旬恒・rJJMq〃山．

ノ血（Wr7（イぐ〃J的Jf〃汀わ（こ17才行中／ノ・－〟川。メイで川／けさ〝〃frJJq〟J・・〟JJ川…■／拍／（てJJ

′′血；′…‥bm／′（わ．JJ／／け〟〃ノん／（／わ〝／わざ〟J＝J豆ぐ〃かわJ摘〃．わ／γ〃川〟11日，“7

71小ぬぐ′て／丑かJマリJJ川川ざJ川川－仙川〃／／（／Jげi如I血リ〃川ノ〟か仲JJ川川で川扉7日仙・わ（リJ

J触ヴ′′J●J）〟Jィ′…■J川〉仙川〟〃砧・かわJ／（て／ぐ〃＝／約・偏J∫J†川J′〟J′JJJ）′J〟JJ）′（小／J・イ
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（け〃（ん／hJ川…情小目／什椚J右上〃肋さき思■～fJJ豆ぐれリJrノ／fJJ川て／．りイ川おでlて＝て／JJ〝川rわ

ー山川JJ．l・／／わ〃∫〃HJ／′て／川／JJ／力（／rJイ　川JjJd坤JJaゾル・Jけざ〝〃　ノわ・JJ〃J5才亘l・／／J・

〟〝γの′〝〃／J：′…・わで川ノ机′〃両か7川〃恵ぐ〃灯〝rJJけ／rJh′JJ√ミわけ〃／・山川は叫l心で川g■′扉

の′誠ん／J、J川か∵〝イれ〃・けりJ力J〃／／／J〃〟ノり，〟川J′J扇（中川Jfβ（宮西JJgOJ′／／／か川〃り土
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